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背 景  
む せ の 発 生 は 、嚥 下 障 害 患 者 に お い て 、呼 吸 器 疾 患 の 発 症 お よ
び 死 亡 の 危 険 因 子 で あ る こ と が わ か っ て い る 。し か し 、地 域 在 住
健 康 高 齢 者 に お い て は 、こ の 関 係 は 依 然 と し て 不 明 で あ る 。本 研
究 で は 、食 事 時 の む せ の 存 在 が 、地 域 在 住 健 康 高 齢 者 の 呼 吸 器 疾
患 に よ る 死 亡 率 を 増 加 さ せ る か ど う か を 定 量 的 に 評 価 し た 。  
方 法  
本 研 究 は 6 5 歳 以 上 の 地 域 在 住 健 康 高 齢 者 を 6 年 間 追 跡 し た コ
ホ ー ト デ ー タ を 用 い て 、 解 析 を 行 っ た 。  ベ ー ス ラ イ ン 調 査 の 実
施 は 2 0 1 0 年 で 、 自 記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 が 行 わ れ た （ 回 答 率
6 6 . 7％ ）。 得 ら れ た 回 答 者 の う ち 、 適 格 基 準 を 満 た し 、 解 析 に 使
用 し た 人 数 は 3 2 , 6 8 2 人（ 男 性 1 5 , 7 7 4 人 、女 性 1 6 9 0 8 人 ）で あ っ
た 。独 立 変 数 は 、食 事 時 に 起 こ る む せ の 有 無 と し た 。解 析 に 際 し
て 、 以 下 の 質 問 を 用 い た ：「 お 茶 や 汁 物 な ど で む せ る こ と が あ り
ま す か ？ 」ア ウ ト カ ム は フ ォ ロ ー ア ッ プ 期 間 中 に 生 じ た す べ て の
死 亡 と し た 。 死 亡 の ハ ザ ー ド 比 （ H R） を 推 定 す る た め に 、 C o x 比
例 ハ ザ ー ド 回 帰 分 析 を 用 い た 。さ ら に 、パ ラ メ ト リ ッ ク 媒 介 分 析
法 を 用 い て 、現 在 治 療 中 で あ る 呼 吸 器 疾 患 の 病 歴 に よ り 媒 介 さ れ
た 平 均 残 存 時 間 に 対 す る 咳 反 射 の 影 響 を 評 価 す る た め に 実 施 し
た 。  
結 果  
3 2 , 6 8 2 人 の 参 加 者 （ 平 均 年 齢 =  7 4 . 1、 S D  =  5 . 9） の う ち 、 5 , 5 5 0
人 が ベ ー ス ラ イ ン 時 に 食 事 時 の む せ を 経 験 し て い た 。合 計 4 , 0 3 7
人 の 死 亡 が 発 生 し た 。む せ の 有 無 に か か わ ら ず 、租 死 亡 率 は そ れ
ぞ れ 1 6 . 3％ と 1 1 . 6％ で あ っ た 。 す べ て の 共 変 量 を 調 整 し た 後 、
む せ の 有 無 （ H R  =  1 . 1 0 ;  9 5％ 信 頼 区 間 （ C I） =  1 . 0 2 - 1 . 1 9） お よ
び 呼 吸 器 疾 患 （ H R  =  1 . 8 0 ;  9 5  C I  =  1 . 6 2 - 2 . 0 0） む せ に よ っ て 引
き 起 こ さ れ た 死 亡 の 内 、 1 1 . 9％ （ 9 5％ C I  =  6 . 8％ - 3 3 . 7％ ） に お
い て 、 呼 吸 器 疾 患 が 媒 介 し て い た こ と が 明 ら か に な っ た 。  
結 論  
ベ ー ス ラ イ ン 時 に 存 在 す る「 む せ 」症 状 は 6 年 後 の 死 亡 の 発 生
と 関 連 し て い た 。さ ら に 、呼 吸 器 疾 患 は 、む せ に 関 連 す る 死 亡 の
1 1 . 9％ を 媒 介 し て い る こ と が 示 さ れ た 。  
 
